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はじめに 

 

 今後、急速に老朽化することが予測される国及び地方公共団体等が管理するあらゆるインフラを

対象に、国及び地方公共団体等が一丸となってインフラの戦略的な維持管理等を推進するため、平

成 25 年 11 月 29 日に開催された「インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議」にお

いて、「インフラ長寿命化基本計画」(以下「基本計画」という。)が策定された。 

 

 文部科学省においては「基本計画」を踏まえ、「文部科学省インフラ長寿命化計画(行動計画)」

（以下｢行動計画｣という。）が策定されロ－ドマップが示された。行動計画では、国立大学法人等

が所有又は管理する施設について、定期的に点検・診断を行い、その結果を踏まえた計画を策定し、

当該計画に基づいて対策を実施していくという「メンテナンスサイクル」を構築し、当該施設の維

持管理、長寿命化等を適切に取り組むことが求められており、更に各国立大学法人による行動計画・

個別施設計画の策定が求められている。 

 

 本学においても平成 28 年度に秋田大学インフラ長寿命化計画（行動計画）を策定し、同計画や

個別施設の点検・診断に基づき、今回「国立大学法人秋田大学インフラ長寿命化計画（個別施設計

画）」（以下｢個別施設計画｣という。）を作成する。 

 

 今後、個別施設計画に基づきメンテナンスサイクルを構築し施設の老朽化対策を進め、持続可能

な教育・研究・医療施設の基盤整備を推進することとする。 

    
 

１．対象施設 

 (1)対象とする施設 

   個別施設計画における計画対象は、秋田大学が保有する、教育・研究・医療活動の基盤とな 

  る建物、基幹設備(ライフライン)を対象とし長寿命化を図る。 

 

 1)建物：延べ床面積 200m2 を超え、将来に渡り教育・研究・医療活動に使用する建物 

   ○対象教育・研究・医療施設 

     ・教育・研究施設 

     ・図書館 

     ・体育施設 

     ・課外活動施設 

     ・国際交流会館、学生寄宿舎 

     ・附属学校園 

     ・附属病院施設 

     ・管理施設（本部管理棟他） 

 

     ※車庫、倉庫、使用見込みのない建物、借受している建物・基幹設備は除く 

         

 2)基幹設備(ライフライン) 

      ○電気関係主要設備：受変電設備(特別高圧)、受変電設備(高圧)、自家発電設備、中央監視 

             制御設備、太陽光発電設備、電話交換設備 

   ○電気関係ライフライン：屋外電力線(高圧)(低圧)、屋外通信線(電話)(LAN)(防災等) 
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  ○機械関係設備：受水槽、排水処理設備、冷凍機設備、ボイラ設備、熱交換器、地下オイル 

          タンク 

○機械関係ライフライン：屋外給水管(上水)、屋外ガス管、屋外排水管(雨水)(汚水)(実験排 

   水)、屋外冷暖房管(冷温水管)(蒸気管) 

   
 (2)対象とする団地 

    手形団地(国際資源学部、理工学部、教育文化学部)、保戸野団地(教育文化学部附属学校園)、  

本道団地(医学部(医学科・保健学科)、附属病院)、田中団地(学生寄宿舎、国際交流会館)、休下

町団地(職員宿舎)、西谷地団地(学生寄宿舎)、千秋城下町団地(職員宿舎)、広面字高田団地(留  

学生会館)、乳頭団地(大学管理施設)、手形同仁団地(職員宿舎)、手形田中団地(職員宿舎)の１  

１団地内の建物、基幹設備(ライフライン)を対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田市内団地案内図 

 

 

 

２．計画期間 

   計画期間は３０年間とする。建物は建設されて２５年経過すると老朽化が進み老朽改善整備 

   が必要となる。また、未改修建物においては経年３０年以上になると配管の腐食、外壁落下、 

  天井落下、空調停止などの事故発生率が急増し安全面、機能面、経費面での課題が顕在化する 

  ため３０年とする。 

   更に、重点的に行う修繕の中長期的計画として５年程度の部位別の修繕計画を策定する。 

     また、建物、基幹設備(ライフライン)の状態は、経年劣化や疲労等によって時々刻々と変化 

  することから、定期点検結果等を踏まえ、適宜、計画を更新することとする。 
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【参考】 

  ・第３期中期目標・中期計画期間（平成 28～令和 3 年度 ６年間） 

  ・第４次国立大学法人等施設整備５か年計画（平成 28～令和 2 年度 ５年間） 

  ・文部科学省インフラ長寿命化計画(行動指針) （令和２年度(2020 年度)まで） 

  ・防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策（平成３０～令和２年度 ３年間） 

 

３．施設の実態 

 建築後２５年を経過した建物は大学全体の保有面積 241 千 m2 の 74％に当たる 177 千 m2 で

あり、そのうち未改修で老朽化した建物が 50 千 m2(28％)存在する。 

 基幹設備(ライフライン)についても大半が法定耐用年数の 15 年を経過しており、更には 30 年 

以上経過している設備・配管もあり、事故の発生率の増加や教育・研究活動への影響が危惧され 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

建物老朽状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ライフライン老朽状況図 
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経年別建物配置図（手形団地）

経年別建物配置図（本道団地）
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○主な老朽建物

    (建築後、経年25年以上を経過し、「全面改修歴なし」または「全面改修後25年以上経過」の建物)

 建築からの 団地名 　　　　　　　　建 物 名 面積(㎡) 　　　　　　備　考

 経年区分

手形 　理工学部２号館(Ｍ棟) 1,058

経年50年以上 手形 　理工学部２号館(Ｇ棟) 1,475

手形 　国際資源学部１号館 2,325

手形 　情報統括センター(S32築部) 246

手形 　機械工場 651

手形 　音楽教室 158 全面改修後25年以上経過

手形 　理工学研究センター・南 1,068

経年40～49年 手形 　実習工場 362

手形 　本部管理棟(S47築部) 2,073 全面改修歴なし

保戸野 　附属幼稚園(遊戯室を含む) 1,150 全面改修歴なし

本道 　バイオサイエンス教育・研究サポートセンター(分子医学部門Ａ棟） 1,409 H30-31全面改修

本道 　バイオサイエンス教育・研究サポートセンター(分子医学部門Ｂ棟） 1,706 全面改修歴なし

本道 　機械室(エネルギーセンター) 2,522 全面改修歴なし

本道 　サークル室 208 全面改修歴なし

本道 　体育館 1,063 全面改修歴なし

手形 　理工学部４号館・東 1,857 全面改修歴なし

経年30～39年 手形 　理工学研究センター中・北 1,588 全面改修歴なし

手形 　国際資源学部・理工学部２号館(Ｐ棟) 2,230 全面改修歴なし

手形 　本部管理棟(S54築部) 491 全面改修歴なし

手形 　情報統括センター(S54築部) 704

手形 　一般教育１号館 2,314 全面改修歴なし

手形 　受電室 150 全面改修歴なし

保戸野 　附属中学校・西 843 全面改修歴なし

保戸野 　附属中学校・特別教室 807 全面改修歴なし

保戸野 　武道場 374 全面改修歴なし

本道 　管理棟 1,203 全面改修歴なし

本道 　保健学科棟(南) 1,489

本道 　保健学科棟(中) 2,522 全面改修後25年以上経過

本道 　保育所 263 全面改修歴なし

手形 　ＲＩセンター 304 全面改修歴なし

経年25～29年 手形 　保健管理センター 428 全面改修歴なし

本道 　ＭＲＩ－ＣＴ棟(H3築部) 427 全面改修歴なし

本道 　保健学科棟（北） 2,575 全面改修歴なし

全面改修後25年以上経過

全面改修後25年以上経過

全面改修後25年以上経過

全面改修後25年以上経過

全面改修歴なし

全面改修後25年以上経過

全面改修歴なし

全面改修歴なし

全面改修歴なし

着色部は平成３１年度要求関連建物
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経年別建物配置図（保戸野団地）

経年別建物一覧表
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※本データは、補助金+財投について
　 作成しており、営繕費は含まない。

0.5

33.0

2.9

13.3

42.6

27.0

0.0

21.4

19.6

8.5

0.0
3.4

8.2

15.0

25.5

34.4

18.6

24.7

31.6

50.5

35.2

4.0

0.0
0.6

10.3

8.8 6.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

6 7 8 9 10 11 12 12
補

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金額（億円）

第１期科学技術基本計画 第２期科学技術基本計画期

緊急整備５か年計画 第２次緊急整備５か年計画 第３次施設整備５か年計画 第４次施設整備５か年計

第３期科学技術基本計画期 第４期科学技術基本計画期 第５期科学技術基本計画期

病院再開発整備期間
（H18～H25）

秋田大学の施設整備実績

４．施設関連経費の推移 

   施設関連予算については、運営費交付金、施設整備費補助金、施設費交付金等がある。 

   学内経費については、学内予算から施設予防保全推進経費として配分され、法令対応・安全 

管理・危険防止対策・建物機能保全の計画的な点検・修繕工事等に充当されている。 

   営繕費については、法人化後から平成 21 年まで 4.9 千万円交付されていたが、平成 22～ 

  27 年度は 4.6 千万円に、平成 28 年度からは３千万円に減額となっている。 

     また、平成３０年度からはＧＨＰ空調機の故障の頻発による修理費の増加により学部の教育 

  研究費を圧迫したため、学内予算から特別にＧＨＰ更新等経費を確保し機器の更新、修繕を行 

  い対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算の推移グラフ 

 

 

５．長寿命化対策の優先順位の考え方 

    施設を効果的・効率的に整備や維持管理を行うためには、従来のライフサイクルから長寿命 

  化のライフサイクルへ転換し、既存施設を最大限活用することが必要である。 

 

(1)優先順位の考え方 

 1)個別施設の経年・劣化状況 

    各建物を経年及び個別に点検し記録した建物カルテの健全度により、対策の優先順位を基本 

  的に判断する。 

 2)教育・研究活動における役割・機能の状況 

   各建物の教育・研究活動における役割、機能、利用状況を考慮し対策の優先順位を判断する。 

 3)緊急度の状況 

   各建物の修繕、対策の緊急度・重要性を考慮し優先順位を判断する。 

 4)影響度 

   各建物の修繕、対策の実施による安全・安心、環境への影響度を考慮し対策の優先順位を判 

  断する。 
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影響度

→

高 ３位 ２位 １位

中 ６位 ５位 ４位

低 ９位 ８位 ７位

小 中 大

←

　
緊
急
度

経年・老朽度　→

 ５)集約化の可能性 

   教育ニ－ズへの対応が困難な建物や利用頻度が低く集約化・トリア－ジの可能性がある場合 

  は、対策を実施せず減築や施設の取壊しを考慮する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   

優先順位説明図 

 

 

６．個別施設の状態等 

(1)建物 

 1)建物カルテ 

○対象建物の建物毎の建物カルテを作成し、点検診断を実施：平成 30 年度(平成 30 年 5～

8 月実施) １１団地、１３３棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物カルテ(一部抜粋) 
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 2)評価基準：部位別(屋根・屋上、外壁、内部仕上、電気設備、機械設備)の評価により実施 

   建物老朽化により障害・事故が想定される場合、教育・研究・医療活動継続のための経年・ 

  劣化度、緊急度、重要度、危険度を加味し対策の優先順位を判断する。 

 

 

部位別評価基準 

(学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 平成 29 年 3 月文部科学省より抜粋 P26・28～33) 
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<1> <2> <3> <5>病院団地区分 <8> <9> <11>

学校
番号

学校名
団地
番号

団地名 設置年 番号 名称 番号 名称 番号 名称 番号 名称
容量
(m3)

設置台数 番号 名称
棟番
号

140 秋田大学 1 手形 1994 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 1.5 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2000 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 20 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2009 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 22 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2014 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 8 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1978 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 10 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1983 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 9 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1986 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 8 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1987 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 15 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2017 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 25 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1993 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1994 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2001 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 24 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2002 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 31 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2003 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 34 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2004 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 7.4 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2007 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 16 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2010 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 1.5 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2011 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 3 ステンレス製 10 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2012 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 2015 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 7.2 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 2 保戸野 1999 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 15 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 2 保戸野 1996 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 32 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 5 田中 1984 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 3 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 5 田中 1993 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 4.8 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 14 広面字高田 1985 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 2018 1 新設（受水槽）1 病院 1 飲用 3 ステンレス製 1000 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 2013 1 新設（受水槽）1 病院 1 飲用 3 ステンレス製 500 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 22 手形同仁 1981 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 10.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 22 手形同仁 1988 1 新設（受水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 9.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1994 3 新設（高置水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 0.6 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1978 3 新設（高置水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 8.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1983 3 新設（高置水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1978 3 新設（高置水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 1 手形 1987 3 新設（高置水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 7.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 2010 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 4.9 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 2010 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 3.6 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 2012 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 8.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 2012 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 3.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 2000 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 10.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 1980 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 1980 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 1998 4 増設（高置水槽）1 病院 1 飲用 3 ステンレス製 20.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 1998 4 増設（高置水槽）1 病院 1 飲用 3 ステンレス製 36.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 1978 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 5.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 1982 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 4.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 17 本道 1976 3 新設（高置水槽）2 病院（学部） 1 飲用 2 ＦＲＰ製 3.0 1 1 ６面点検可能

140 秋田大学 22 手形同仁 1988 3 新設（高置水槽）3 学部 1 飲用 2 ＦＲＰ製 2.0 1 1 ６面点検可能

<10>６面点検<4>設置形態 <6>用途 <7>材質

 

(2)基幹設備(ライフライン) 

 1)基幹設備台帳 

   ○対象基幹設備(ライフライン)の設備台帳の作成 

     

        設備台帳（受水槽設備） 一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2)評価基準により評価を実施： 

   老朽化により障害・事項が想定される場合は、以下の点を考慮し判断する。 

    ・重要度、危険度、緊急度 

    ・法定耐用年数、期待寿命 

    ・故障の発生頻度 

    ・事故被害の範囲・影響度  
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７．長寿命化対策内容と実施時期 

(１)インフラ長寿命化計画(個別施設計画)  

施設を効果的・効率的に施設整備や維持管理を行うためには、従来のライフサイクルから長寿 

命化のライフサイクルへ転換する必要がある。そのため従来の施設のライフサイクル（築 30～ 

40 年で性能維持＋機能向上改修(大規模改修)、築 60～65 年で改築）から長寿命化に向けた施 

設の基本的なライフサイクル(築 20～25 年・築 60～75 年で性能維持改修、築 40～50 年で  

性能維持＋機能向上改修(長寿命化改修))に変更し施設の長寿命化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来の施設のライフサイクルのイメ－ジ 

 

                        ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿命化に向けた施設の基本的なライフサイクルのイメ－ジ 

 

（参考） 

   ○長寿命化を図る施設の耐用年数は 80～100 年 

     ○性能維持改修：外壁・屋上防水(全面改修)、内装、配管・配線、照明、空調(一部修繕又 

           は更新) 

   ○性能維持＋機能向上改修(長寿命化改修)：外壁・屋上防水(全面改修)、内装、配管・配線、 

                       照明、空調、衛生(全面改修)、昇降機設備(全面 

                       改修)  

   ○基幹設備(ライフライン)の改修・更新は 30 年程度        
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法定耐用年数と目標改修サイクル 

部   位 

 

法定耐用年数 

 

目標改修・更新 

サイクル年数 

備   考 

 

屋上防水      10 20  

外壁      10 20  

照明設備      15 20  

個別空調設備      13 20  

中央式空調設備      13 40 部分改修20年 

昇降機設備      17 40 部分改修20年 

基幹設備(電力・通信、防災ケ－ブル)      15 30  

基幹設備(情報通信)      13 25 光ファイバ－10、20年 

基幹設備(受変電設備)      15 30  

基幹設備(自家発電設備)      15 30  

基幹設備(上水、排水、ガス管)      15 30  

基幹設備(ボイラ－設備等)      13 30  

基幹設備(水槽)      15 30  

基幹設備(ポンプ)      15      30 部分改修20年 

 

  ○改修時の整備水準 

    改修時の整備水準は、目標使用期限内において多様化する社会的要求にも対応した性能水 

   準を確保するため、最新の技術動向を踏まえ、最も合理的な設計の方針及び具体的な設計の 

   基準等について検討する。また、費用対効果を考慮し、最適な仕様を選定する。 

   ・フレキシビリティ 

      将来の用途変更に対応できるように、設備室、配管スペ－ス、設計荷重等に余裕をもた 

    せる。 

     ・省エネルギ－、省資源 

     再生可能エネルギ－の活用等を含め環境負荷の低減に対応する。 

     ・長寿命化 

     使用する部材は、ライフサイクルコストを考慮して、可能な限り高い耐久性・耐候性を 

    有する部材を選択する。 

   ・メンテナンス 

     清掃や保守点検、修繕等の維持管理業務を効率的に実施できるように配慮する。 

 

(2)建物の部位別予防保全計画 

  重点的に対策すべき建物の部位別(屋上防水、外壁、照明、空調、トイレ)の整備計画の作成を 

進める。また、学内予算状況により整備が大きく左右されるため、随時見直しを図るものとし複 

数年度の実施計画とする。実施にあたっては、年度当初に優先順位を精査し計画を策定する。 

 

(3)対策コストの平準化 

  ・施設のライフサイクルを長寿命化型に見直す。 

  ・建物の部位もしくは設備の改修・更新時期が「性能維持改修」等の大規模な改修時期と近い 

     場合は、健全性を確認し時期を延長して実施する。 

  ・点検の結果を踏まえ良好な状態であると判断できる建物・設備については「性能維持改修」  

     または「性能維持＋機能向上改修」の長寿命化改修の実施時期を見直す。 
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整備概算額（従来型）改修25年周期
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整備費概算額（長寿命化型）改修４０年・改築８０年

大規模改修（平準化前） 改築（平準化前） 平均

7.8億円／年

平均25.6億円／年

改修総額 586億円

改築総額 79億円

合 計 665億円

改修総額 138億円

改築総額 66億円

合 計 204億円

2020年～2045年（第７期中期計画・中期目標期間終了まで）

2020年～2045年（第７期中期計画・中期目標期間終了まで）

８．長寿命化対策費用 

     計画期間内に要する対策費用の概算額を整理する。 

(1)建物の長寿命化対策経費 

   従来型のライフサイクルの築 60 年～70 年で改築による老朽化対策を行った場合、今後約 

30 年間にかかる総費用は 665 億円で、年平均 25.6 億円の対策費用が必要となり、現状の 

予算規模では対応が困難となる。 

   そのためコスト縮減策として長寿命化型ライフサイクルの定期的に性能維持改修を行いな 

がら築 80～100 年で改築する老朽化対策の計画が必要となる。この場合、今後約 30 年間に 

かかる総費用は 398.4 億円※1、年平均 15.3 億円※2 で従来型に比べ総費用が 266.6 億円、 

年平均 10.3 億円程度の縮減が可能となる。 

   また、計画的な対策を実施するため対策費の平準化を行うと総費用は 379.2 億円※3、年平 

  均 14.5 億円※4 となる。 

   ※1 398.4 億円(長寿命化改修 204 億＋性能維持改修 194.4 億円) 

   ※2 15.3 億円/年(長寿命化改修 7.8 億＋性能維持改修 7.5 億円) 

   ※3 379.2 億円(平準化した長寿命化改修 204 億＋平準化した性能維持改修 175.2 億円) 

   ※4 14.5 億円/年(平準化した長寿命化改修 7.8 億＋平準化した性能維持改修 6.7 億円) 

 

 ○建物の大規模改修費(従来型:大規模改修及び改築、長寿命化型:性能維持＋機能改修及び改築) 
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性能維持改修（全体）平準化前

防水改修 外壁改修 ２０年周期改修 ３０年周期改修 平均
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性能維持改修（全体）平準化後

防水改修 外壁改修 ２０年周期改修 ３０年周期改修 平均

7.5億円／年

6.7億円／年

2020年～2045年（第７期中期計画・中期目標期間終了まで）

防水改修総額 14.6億円

外壁改修総額 32.7億円

20年周期改修総額 90.2億円

30年周期改修総額 56.9億円

合 計 194.4億円

防水改修総額 13.8億円

外壁改修総額 30.8億円

20年周期改修総額 87.1億円

30年周期改修総額 43.5億円

合 計 175.2億円

2020年～2045年（第７期中期計画・中期目標期間終了まで）
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整備費概算額（長寿命化型）改修４０年・改築８０年（平準化後）

大規模改修（平準化後） 改築（平準化後） 平均

7.8億円／年

改修総額 138億円

改築総額 66億円

合 計 204億円

2020年～2045年（第７期中期計画・中期目標期間終了まで）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○長寿命化型における建物の性能維持改修費(性能維持改修：築 20～25 年時、築 60～75 年時) 

  今後約 30 年間にかかる費用は 194.4 億円で、年平均 7.5 億円となる。 

  対策費を平準化すると約 30 年間で 175.2 億円で、年平均 6.7 億円となる。 
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性能維持改修（病院以外）平準化前

防水改修 外壁改修 ２０年周期改修 ３０年周期改修 平均
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性能維持改修（病院以外）平準化後

防水改修 外壁改修 ２０年周期改修 ３０年周期改修 平均

5.2億円／年

4.9億円／年

防水改修総額 11.9億円

外壁改修総額 23.2億円

20年周期改修総額 63.3億円

30年周期改修総額 37.0億円

合 計 135.4億円

防水改修総額 11.1億円

外壁改修総額 21.5億円

20年周期改修総額 60.2億円

30年周期改修総額 34.2億円

合 計 127.0億円

2020年～2045年（第７期中期計画・中期目標期間終了まで）

2020年～2045年（第７期中期計画・中期目標期間終了まで）

 

 ○長寿命化型における建物(病院以外)の性能維持改修費 

   (性能維持改修：築 20～25 年時、築 60～75 年時) 

 

   今後約 30 年間にかかる費用は 135.4 億円で、年平均 5.2 億円となる。 

   対策費を平準化すると約 30 年間で 127.0 億円で、年平均 4.9 億円となる。 
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(2)基幹設備(ライフライン)の長寿命化対策経費 

法定耐用年数の 10～17 年において更新をした場合、今後 15 年間にかかる総費用は 93 億 

円で、年平均 6.2 億円となる。 

長寿命化型の目標更新サイクルで改修・更新とした場合、今後 15 年間にかかる総費用は 47 

億円で、年平均 3.2 億円となり、総費用で 46 億円、年平均 3.0 億円のコスト縮減が可能とな 

る。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹設備(ライフライン)グラフ (長寿命化型)(一部抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹設備（ライフライン）グラフ (長寿命化型＋平準化)(一部抜粋) 
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西暦
改修

基準年

大規模
改修
周期

改修
想定年

次回改修
想定年
改め①

整備
２回目
想定年

２回目が
改築か判

断

次回改修
概算額
単価

手形 100 鉱業博物館（博物館） RC 3 2,387 1961 58 1994 25 2019 2020 2045 改築 -

手形 100 鉱業博物館（研究棟） RC 4 1,276 1961 58 1994 25 2019 2020 2045 改築 -

手形 107 理工学部４号館（東） RC 3 1,857 1983 36 1983 25 2008 2020 2045 改修 -

手形 108 革新材料研究センター（北） RC 2 956 1982 37 1982 25 2007 2020 2045 改修 -

手形 109 革新材料研究センター（中） RC 1 98 1982 37 1982 25 2007 2020 2045 改修 -

手形 110 革新材料研究センター（南） RC 3 1,602 1973 46 1973 25 1998 2020 2045 改修 -

手形 113 機械工場 S 1 684 1967 52 1967 25 1992 2020 2045 改修 -

手形 114 理工学部２号館（Ｐ棟） RC 5 2,230 1979 40 1979 25 2004 2020 2045 改修 -

手形 128 理工学部２号館（Ｍ棟） RC 3 1,058 1961 58 1961 25 1986 2020 2045 改修 -

手形 116 理工学部２号館（Ｇ棟） RC 3 1,475 1964 55 1986 25 2011 2020 2045 改築 -

手形 120 一般教育１号館 RC 4 2,352 1987 32 1987 25 2012 2020 2045 改修 -

手形 121 ＲＩセンター RC 1 304 1988 31 1988 25 2013 2020 2045 改修 -

団地
名

改修２５年周期、３回目の改修時期に改築

棟番
号

施設名

建築年

構造 階数
延床

面積（㎡）
築年数

パターン１ パターン２ パターン１ パターン３ パターン４ パターン１～４

20 ～ 25 30 ～ 40 40 ～ 50 20 ～ 25 30 ～ 40 80 ～ 100

手形 100 鉱業博物館（博物館） RC 3 2,387 1961 1994 1 25 パターン３ 性能維持(2) - - - - - - 2014 ～ 2019 - - 2041 ～ 2061

手形 100 鉱業博物館（研究棟） RC 4 1,276 1961 1994 1 25 パターン３ 性能維持(2) - - - - - - 2014 ～ 2019 - - 2041 ～ 2061

手形 106 理工学部４号館（西） RC 3 2,404 1969 2014 1 5 パターン３ 性能維持(2) - - - - - - 2034 ～ 2039 - - 2049 ～ 2069

手形 107 理工学部４号館（東） RC 3 1,857 1983 1983 0 36 パターン２ 大規模(1) - - 2013 ～ 2023 - - 2033 ～ 2038 - - 2063 ～ 2083

手形 108 革新材料研究センター（北） RC 2 956 1982 1982 0 37 パターン２ 大規模(1) - - 2012 ～ 2022 - - 2032 ～ 2037 - - 2062 ～ 2082

手形 109 革新材料研究センター（中） RC 1 98 1982 1982 0 37 パターン２ 大規模(1) - - 2012 ～ 2022 - - 2032 ～ 2037 - - 2062 ～ 2082

手形 110 革新材料研究センター（南） RC 3 1,602 1973 1973 0 46 パターン２ 大規模(1) - - 2003 ～ 2013 - - 2023 ～ 2028 - - 2053 ～ 2073

手形 113 機械工場 S 1 684 1967 1967 0 52 パターン２ 大規模(1) - - 1997 ～ 2007 - - 2017 ～ 2022 - - 2047 ～ 2067

手形 114 理工学部２号館（Ｐ棟） RC 5 2,230 1979 1979 0 40 パターン２ 大規模(1) - - 2009 ～ 2019 - - 2029 ～ 2034 - - 2059 ～ 2079

手形 128 理工学部２号館（Ｍ棟） RC 3 1,058 1961 1961 0 58 パターン２ 大規模(1) - - 1991 ～ 2001 - - 2011 ～ 2016 - - 2041 ～ 2061

手形 116 理工学部２号館（Ｇ棟） RC 3 1,475 1964 1986 1 33 パターン４ 性能維持(3) - - - - - - - - 2016 ～ 2026 2044 ～ 2064

手形 120 一般教育１号館 RC 4 2,352 1987 1987 0 32 パターン２ 大規模(1) - - 2017 ～ 2027 - - 2037 ～ 2042 - - 2067 ～ 2087

手形 121 ＲＩセンター RC 1 304 1988 1988 0 31 パターン２ 大規模(1) - - 2018 ～ 2028 - - 2038 ～ 2043 - - 2068 ～ 2088

手形 125 リーディング講義棟 S 1 226 2014 2014 0 5 パターン１ 性能維持(1) 2034 ～ 2039 - - 2054 ～ 2064 2074 ～ 2079 - - 2094 ～ 2114

手形 126 講義棟 S 1 250 2016 2016 0 3 パターン１ 性能維持(1) 2036 ～ 2041 - - 2056 ～ 2066 2076 ～ 2081 - - 2096 ～ 2116

手形 200 実習工場 RC 1 362 1968 1968 0 51 パターン２ 大規模(1) - - 1998 ～ 2008 - - 2018 ～ 2023 - - 2048 ～ 2068

手形 201 理工３号館（校舎） RC 4 3,393 1968 2009 1 10 パターン３ 性能維持(2) - - - - - - 2029 ～ 2034 - - 2048 ～ 2068

性能維持(3) 改築

建築後
30～40年

建築後
40～50年

大規模改修後
20～25年

階
延べ床
面積

建築年
改修実
施年

改修
回数

経過
年

性能維持(1) 大規模(1) 大規模(2) 性能維持(2)

団地名
棟
番

号

施設名 構造

大規模改修後
30～40年

建築後
80～100年整備

パターン
次回

改修種別

建築後
20年以内

 ○建物改修計画検討一覧表 

    今後、約 30 年間建物を維持するために必要な建物改修費用を算出するために、従来型対 

   策、長寿命化型対策の改修時期の検討を行った。この改修時期をもとに対策費を算出した。 

    

  ①従来型の建築後、25 年周期で改修を行い築 75 年で改築の計画表（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②長寿命化型で築 20～25・60～75 年で性能維持改修、築 40～50 年で長寿命化改修、築 80 

   ～100 年で改築の整備費算出表(一部抜粋) 

    長寿命化型改修の条件 

    ・パタ－ン１(築 20 年以内の建物)：性能維持改修→長寿命化改修→性能維持改修→改築 

    ・パタ－ン２(築 20 年超えで改修経歴のない建物)：長寿命化改修→性能維持改修→改築 

        ・パタ－ン３(大規模改修済みの建物)：性能維持改修→改築 

        ・パタ－ン４(大規模改修済みで改修後 30 年超えの建物)：性能維持改修→改築 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  ③長寿命化型の整備費を平準化した整備費概算算出表(一部抜粋) 

   平準化の条件 

   ・性能維持改修時期と大規模改修時期が近い場合、施設状況により大規模改修まで延長する。 

   ・性能維持改修(20 年)は主に照明、個別空調とする。 

   ・性能維持改修(30 年)は主に電力、通信、変電、給排水、ガス設備とする。 

   ・個別施設の状況により性能維持改修又は長寿命化改修時期を延長する。  

   ・個別施設の状況により目標改修・更新サイクル年数を超えての改修とする。 
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大規模 性能維持 性能維持 性能維持 性能維持 性能維持 性能維持

改修 防水 外壁 20 30 防水 外壁

手形 100 鉱業博物館（博物館） RC 3 2,387 1961 1994 45 1 25 0 2025 2020 2020 2024 2041 - 2033 2023

手形 100 鉱業博物館（研究棟） RC 4 1,276 1961 1994 43 1 25 0 2025 2020 2020 2024 2041 - 2031 2025

手形 106 理工学部４号館（西） RC 3 2,404 1969 2014 98 1 5 0 2029 2034 2034 2044 2049 - 2034 2037

手形 107 理工学部４号館（東） RC 3 1,857 1983 1983 43 0 36 2023 2043 2043 2043 2053 2063 2025 2045 2045

手形 108 革新材料研究センター（北） RC 2 956 1982 1982 43 0 37 2022 2042 2042 2042 2052 2062 2024 2044 2044

手形 109 革新材料研究センター（中） RC 1 98 1982 1982 43 0 37 2022 2042 2042 2042 2052 2062 2024 2044 2044

手形 110 革新材料研究センター（南） RC 3 1,602 1973 1973 43 0 46 2021 2041 2041 2041 2051 2053 2023 2043 2043

手形 113 機械工場 S 1 684 1967 1967 43 0 52 2021 2041 2041 2041 0 2047 2022 0 0

手形 114 理工学部２号館（Ｐ棟） RC 5 2,230 1979 1979 40 0 40 2021 2041 2041 2041 2051 2059 2021 2042 2042

手形 128 理工学部２号館（Ｍ棟） RC 3 1,058 1961 1961 43 0 58 2020 0 0 0 0 2041 2020 0 0

手形 116 理工学部２号館（Ｇ棟） RC 3 1,475 1964 1986 43 1 33 2020 0 0 0 0 2044 2020 0 0

手形 120 一般教育１号館 RC 4 2,352 1987 1987 43 0 32 2027 2047 2047 2047 2057 2067 2027 2024 2047

手形 121 ＲＩセンター RC 1 304 1988 1988 43 0 31 2028 2048 2048 2048 2058 2068 2028 2048 2048

手形 125 リーディング講義棟 S 1 226 2014 2014 100 0 5 0 2034 2034 2034 2044 2094 - 2038 2036

手形 126 講義棟 S 1 250 2016 2016 100 0 3 0 2036 2036 2036 2046 2096 - 2040 2037

手形 200 実習工場 RC 1 362 1968 1968 29 0 51 2021 2041 2041 2041 2051 2048 2025 0 0

手形 201 理工３号館（校舎） RC 4 3,393 1968 2009 93 1 10 0 2027 2029 2029 2039 2048 - 2032 2033

手形 201 理工３号館（講義棟） RC 3 795 1968 2009 91 1 10 0 2027 2029 2029 2039 2048 - 2032 2033

平準化後

大規模
改修

平準化前

改築
建築年

改修実

施年

改修

回数

経過

年
団地名

棟

番
号

施設名 構造 階
延べ床

面積

カルテ

評価

手形 128 理工学部２号館（Ｍ棟） RC 3 1,058 1961 1961 43 58 2020 1,058 1 改修 2041改築

手形 116 理工学部２号館（Ｇ棟） RC 3 1,475 1964 1986 43 33 2020 1,475 1 改修 2044改築

手形 114 理工学部２号館（Ｐ棟） RC 5 2,230 1979 1979 40 40 2021 2,230 1 改修

手形 308 受電室 RC 2 150 1979 1979 49 40 2021 150 1 改修

本道 300 保健学科棟 RC 2 1,489 1978 1990 31 29 2021 1,489 1 改修

本道 406 保育所 RC 1 263 1981 1981 40 38 2021 263 1 改修

手形 113 機械工場 S 1 684 1967 1967 43 52 2022 684 1 改修

手形 202 ボイラ室 S 1 295 1968 1968 43 51 2022 295 1 改修

手形 303 電話交換機室 RC 1 130 1968 1968 45 51 2022 130 1 改修

保戸野 400 附属幼稚園 RC 1 828 1968 1968 73 51 2022 828 1 改修

保戸野 401 遊戯室 RS 1 322 1975 1975 57 44 2022 322 1 改修

本道 301 保健学科棟 RC 4 2,522 1978 1990 37 29 2022 2,522 1 改修

本道 401 中央機械室（ボイラー室） S 1 841 1971 1971 43 48 2022 841 1 改修

手形 110 革新材料研究センター（南） RC 3 1,602 1973 1973 43 46 2023 1,602 1 改修

整備面
積

概算金額
（千円）

整備
計画年

種別 備考
整備
必要
年数

団地名
棟
番
号

施設名 構造 階
延べ床
面積

建築年
改修実
施年

カルテ
評価

経過
年

団地名 棟番号 建物名 面積 経年
平準化後
の整備年

概算金額
（千円）

電気 機械 備考

手形 310 保健管理センター 561 30 2020

手形 601 国際資源学部１号館 4,327 31 2020

本道 218 管理棟 1,203 33 2020

本道 401 中央機械室（監視室等） 1,681 43 2020

手形 100 鉱業博物館（博物館） 2,387 25 2021

手形 100 鉱業博物館（研究棟） 1,276 25 2021

手形 301 情報統括センター 996 30 2021

手形同仁 102 職員宿舎 1,112 31 2021

手形 207 理工学部５号館 2,353 26 2022

手形 208 理工学部７号館 1,131 25 2022

手形 510 大体育館 2,591 25 2022

保戸野 121 小学校体育館 1,393 22 2022

乳頭 100 乳頭ロッジ 371 23 2022

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○改修種別ごとの計画一覧表 

  対策を進めるための長寿命化改修、性能維持改修(20 年)、性能維持改修(30 年)、部位別改修 

 の計画表を作成した。 

 

 ①長寿命化改修・改築整備計画(平準化後)（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②性能維持改修(20 年)整備計画(照明・空調)（一部抜粋） 
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団地名 棟番号 建物名 面積 経年
カルテ
評価

整備計画
年

概算金額
（千円）

備考

手形 310 保健管理センター 561 30 D 2020

保戸野 103 附属中学校・西 843 27 C 2020

手形 207 理工学部５号館 2,353 26 D 2020

保戸野 300 特別支援学校・北 1,795 16 C 2020

保戸野 120 附属小学校 6,221 22 C 2021

手形 702 教育文化学部３号館① 1,037 19 C 2021

手形同仁 102 職員宿舎 1,112 31 C 2022

手形 510 大体育館 2,591 25 C 2022

手形 702 教育文化学部３号館② 1,801 10 C 2022

手形 208 理工学部７号館 1,131 25 B 2023

本道 410 特高受電室 261 21 B 2023

本道 205 臨床研究棟・南 4,689 19 C 2023

本道 215 臨床研究棟・東 3,619 20 B 2023

 ③部位別改修計画(屋上防水)（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9．予算の確保 

  建物、基幹設備(ライフライン)を教育・研究・医療活動のための基盤として有効に活用できる 

 ように維持するためには、長寿命化型対策が必要となる。その対策を継続的に進めるためには施 

 設整備費補助金に頼るのみでは計画的な進捗が望めないため、他に多額の費用の確保が必要とな 

 り、そのため次の方策の実施が必要となる。 

  

 ・継続的に長寿命化対策を進めるため、多様な財源の確保を行う。 

 ・大学への寄附金の中で、施設整備への活用が可能な「秋田大学みらい創造基金」等での財源確 

  保を推進する。 

  ・スペ－スチャ－ジの導入を進め対策費用を確保する。また、導入することで真に必要なスペ－ 

  スでの効率的な利用を図り、未利用面積の削減等による保有面積の適正化、施設のトリア－ジ 

  を進める。 

 ・中長期的な修繕・改修に計上されていない突発的な故障等の発生が考えられるため、緊急修繕 

  予算の確保を検討する。 

 ・施設のトリア－ジ 

   施設の適正な規模の維持及び集約による保有面積の抑制－教育研究施設として適正な規模 

の維持及び集約化により施設の保有面積を抑制し、維持管理費(水道光熱費、修繕費)の削減 

に努め、対策のための予算を確保する。 

 

 ・戦略的施設マネジメントによる好循環リノベ－ションを構築する。 

   ○老朽化対策修繕・改修の実施(長寿命化計画による整備、ライフライン再生)← 

                ↓                                                            ↑ 

    ○安全・安心な教育研究活動の実現 

   ○教育研究機能の向上(イノベ－ション創出、地域創生人材育成)               ↑ 

   ○エネルギ－コスト等の削減(省エネルギ－により対策費の捻出) 

   ○施設利用状況の点検等による最大限のスペ－ス有効活用(施設のトリア－ジ)    ↑ 

         ↓ 

   ○財源の確保による計画的な修繕・改修(施設の長寿命化)                      ↑ 

         ↓ 

      経営基盤の強化 →  → （リノベ－ション） →  →  →  → →  ↑ 
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→ ④対策の見直し

 デ－タの蓄積・活用・充実

③対策効果の検証①点検・診断、計画の策定　 → ②対策の実施 →

10．施設メンテナンスサイクルの確立 

      効率的で効果的な施設整備を進めるため、①施設の点検・評価によって現状を的確に把握し 

  た上でそれを踏まえた計画を策定(各種法令点検)（Plan）、②計画に基づき、適切な改修や日 

  常的な維持管理を実施（Do）、③整備による効果の検証を継続的に行い、より効果的な整備方 

  法などの改善すべき点について課題を整理(部局ヒアリング、学生実態報告書等)（Check）、 

  ④次期計画に反映（Action）、という施設メンテナンスサイクルを確立することが重要である。 

   計画策定後においても、施設の老朽化は進行することから定期的な点検の実施し施設の実態 

  把握・評価を継続的に行い、把握した情報や評価結果に基づき、より効果的な整備の検討を進 

  め個々の施設の改修時期、目標改修・更新サイクルを含めた計画の見直しを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

施設メンテナンスサイクル(PDCA)概念図 

 

 

11．フォロ－アップ 

  インフラの長寿命化対策を持続的に推進するためには、施設メンテナンスサイクルの着実な実 

 施が必要となる。また、大学の改革、教育研究活動の多様化・高度化、学生・研究者等の多様化、 

 地域・社会との連携・協力を推進する必要があり、さらに施設の急激な老朽化への対応を含め効 

 率的でよりよい施設を維持するために計画の絶え間ない見直しを行い、安全・安心な施設として 

 維持する。 
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１２．資 料 編



部位別修繕等計画年

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

手形 100 鉱業博物館（博物館） RC 3 2,387 1961 - - - 外壁 - - - - - - - - - 防水

手形 100 鉱業博物館（研究棟） RC 4 1,276 1961 - - - - - 外壁 - - - - - 防水 - -

手形 106 理工学部４号館（西） RC 3 2,404 1969 - - - - - - - - - - - - - -

手形 107 理工学部４号館（東） RC 3 1,857 1983 - - - - - 大規模改修 - - - - - - - -

手形 108 革新材料研究センター（北） RC 2 956 1982 - - - - 大規模改修 - - - - - - - - -

手形 109 革新材料研究センター（中） RC 1 98 1982 - - - - 大規模改修 - - - - - - - - -

手形 110 革新材料研究センター（南） RC 3 1,602 1973 - - - 大規模改修 - - - - - - - - - -

手形 113 機械工場 S 1 684 1967 - - 大規模改修 - - - - - - - - - - -

手形 114 理工学部２号館（Ｐ棟） RC 5 2,230 1979 - 大規模改修 - - - - - - - - - - - -

手形 128 理工学部２号館（Ｍ棟） RC 3 1,058 1961 大規模改修 - - - - - - - - - - - - -

手形 116 理工学部２号館（Ｇ棟） RC 3 1,475 1964 大規模改修 - - - - - - - - - - - - -

手形 120 一般教育１号館 RC 4 2,352 1987 - - - - 防水 - - 大規模改修 - - - - - -

手形 121 ＲＩセンター RC 1 304 1988 - - - - - - - - 大規模改修 - - - - -

手形 125 リーディング講義棟 S 1 226 2014 - - - - - - - - - - - - - -

手形 126 講義棟 S 1 250 2016 - - - - - - - - - - - - - -

手形 200 実習工場 RC 1 362 1968 - - - - - 大規模改修 - - - - - - - -

手形 201 理工３号館（校舎） RC 4 3,393 1968 - - - - - - - - - - - - 防水 外壁

手形 201 理工３号館（講義棟） RC 3 795 1968 - - - - - - - - - - - - 防水 外壁

手形 202 ボイラ室 S 1 295 1968 - - 大規模改修 - - - - - - - - - - -

手形 203 機械実験室 RC 1 400 1968 - - - - - 外壁 - - 防水 - - - - -

手形 205 理工学部１号館（Ａ棟） RC 4 3,764 1968 - - - - - - - - - 外壁 防水 - - -

手形 205 理工学部１号館（Ｂ棟） RC 3 2,722 1968 - - - - 外壁 - - - - - 防水 - - -

手形 206 理工学部１号館（電気電子） RC 5 2,484 1975 - - - - - - - - - - - - - -

手形 207 理工学部５号館 RC 5 2,353 1993 防水・外壁 - - - - - - - - - - - 大規模改修 -

手形 208 理工学部７号館 RC 3 1,131 1994 - 外壁 - 防水 - - - - - - - - - -

手形 210 地方創生センター２号館 RC 4 2,715 2001 - - - - - - - 防水 - 外壁 - - - -

手形 211 総合研究棟(理工学部６号館) SR 7 4,307 2002 - - - - - - 防水 - 外壁 - - - - -

手形 213 地方創生センター１号館 RC 2 716 2010 - - - - - - - - - - - - 外壁 -

手形 214 地方創生センター１号館 RC 2 714 2011 - - - - - - - - - - - - - -

手形 215 百周年記念館 S 2 721 2012 - - - - - - - - - - - - - -

手形 216 総合研究棟（国際資源学系） S 4 3,254 2018 - - - - - - - - - - - - - -

手形 300 本部管理棟 RC 3 2,644 1972 - - - - - - 大規模改修 - - - - - - -

手形 301 情報統括センター RC 3 996 1957 - - - - - - 外壁 - - - - - - -

手形 302 大学会館 RC 2 3,219 1972 - - - - - - - - 防水 - 外壁 - - -

手形 303 電話交換機室 RC 1 130 1968 - - 大規模改修 - - - - - - - - - - -

手形 308 受電室 RC 2 150 1979 - 大規模改修 - - - - - - - - - - - -

手形 310 保健管理センター RC 1 561 1989 防水 - - - - - - - - 大規模改修 - - - -

手形 312 学生支援棟 S 3 1,464 2010 - - - - - - - - - - - - - 外壁

手形 314 インフォメーションセンター S 1 249 2010 - - - - - - - - - - - - - -

構造団地名 棟番号 施設名
計画年

階
延べ床面

積
建築年



部位別修繕等計画年

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
構造団地名 棟番号 施設名

計画年
階

延べ床面
積

建築年

手形 502 小体育館 S 1 756 1970 - - - - - - - - - - - - - -

手形 503 合宿所 S 2 224 1973 - - - - - - - - 外壁 - - 防水 - -

手形 508 サークル棟 W 1 258 1930 - - - - - - - - - - 改築 - - -

手形 510 大体育館 RC 2 2,591 1994 - - 防水 - - - 外壁 - - - - - - -

手形 601 国際資源学部１号館 RC 3 4,327 1963 - - - - - - - 外壁 - 防水 - - - -

手形 603 教育文化学部２号館 RC 2 940 1963 - - - - - - - 防水 - - - - - -

手形 700 中央図書館 RC 3 3,300 1971 - - - - - - - - - - - - - -

手形 700 中央図書館 RC 3 1,317 1984 - - - - - - - - - - - - - -

手形 701 一般教育２号館 RC 4 2,551 1979 - - - - - - - 防水 - - - - - -

手形 702 教育文化学部３号館① RC 2 1,037 1966 - 防水 外壁 - - - - - - - - - - -

手形 702 教育文化学部３号館② RC 3 1,801 1966 - - 防水・外壁 - - - - - - - - - - -

手形 702 教育文化学部３号館③ RC 3 1,215 1966 - - 外壁 - - - - - - - - - 防水 -

手形 702 教育文化学部３号館④ RC 3 1,554 1971 - - - 外壁 - - - - - - - - - -

手形 702 教育文化学部３号館⑤ RC 3 1,743 1966 - - - - - - - 防水 外壁 - - - - -

手形 702 教育文化学部３号館⑥ RC 3 993 1966 - - - - - - - 外壁 - - - - - -

手形 703 教育文化学部５号館 RC 5 1,842 1975 - - - - - - - - - - - - 防水 -

手形 704 ボイラ室 RC 1 144 1966 - - - 大規模改修 - - - - - - - - - -

手形 705 サークル棟 S 2 300 1970 - - - - - - - - - - 防水 外壁 - -

手形 706 教職高度化センター RC 2 549 1978 - - - - - - 防水 - - - - - - -

手形 714 教育文化学部４号館 RC 5 5,279 1971 - - - - - - - - - - - 防水・外壁 - -

保戸野 102 中学校体育館 RC 1 843 1970 - - - 外壁 防水 - - - - - - - - -

保戸野 103 附属中学校・西 RC 2 843 1978 防水 - - - 大規模改修 - - - - - - - - -

保戸野 120 附属小学校 RC 3 6,221 1997 - 防水・外壁 - - - - - - - - - - - -

保戸野 121 小学校体育館 RS 1 1,393 1997 - - 外壁 - - 防水 - - - - - - - -

保戸野 200 附属中学校 RC 3 3,630 1966 外壁 - - - - - 防水 - - - - - - -

保戸野 201 体育館 S 1 945 1964 - - - - 防水 - 外壁 - - - - - - -

保戸野 202 附属中学校・特別教室 RC 3 807 1983 - - - - - 大規模改修 - - - - - - - -

保戸野 209 武道場 RS 1 374 1985 - - - - - - 大規模改修 - - - - - - -

保戸野 300 特別支援学校・北 RC 2 1,795 1969 防水 - - - - - - - - - 外壁 - - -

保戸野 301 特別支援学校・南 RC 1 986 1969 - - - - - - - - - 防水 外壁 - - -

保戸野 302 体育館 S 1 385 1973 - - - - - - - - - - 外壁 - 防水 -

保戸野 303 発電機室 RC 1 25 1969 - - - - - - - 外壁 - - 防水 - - -

保戸野 306 渡り廊下 S 1 24 1973 - - - - - - - - - - 防水・外壁 - - -

保戸野 307 プレイルーム RC 2 301 1984 - - - - - - - - - - 防水・外壁 - - -

保戸野 400 附属幼稚園 RC 1 828 1968 - - 大規模改修 - - - - - - - - - - -

保戸野 401 遊戯室 RS 1 322 1975 - - 大規模改修 - - - - - - - - - - -

田中 1 女子学生寄宿舎 RC 3 746 1984 - - - - 大規模改修 - - - - - - - - -

田中 3 国際交流会館 RC 3 746 1999 - - - - - - 防水・外壁 - - - - - - -

田中 4 国際交流会館 RC 3 554 2011 - - - - - - - - - - - - - 外壁



部位別修繕等計画年

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
構造団地名 棟番号 施設名

計画年
階

延べ床面
積

建築年

休下町 601 職員宿舎 RC 4 816 1970 - - - - - 大規模改修 - - - - - - - -

西谷地 6 学生寄宿舎 RC 6 3,171 2010 - - - - - - - - - - - - - -

千秋城下町 801 職員宿舎 RC 3 951 1980 - - - - - - - 大規模改修 - - - - - -

広面字高田 1 留学生会館 RC 3 995 1985 - - - - - 大規模改修 - - - - - - - -

乳頭 100 乳頭ロッジ W 2 371 1996 - - 外壁 - - - - - - - - - - -

手形同仁 101 職員宿舎 RC 4 1,083 1981 外壁 - - - - 防水 - - - - - 大規模改修 - -

手形同仁 102 職員宿舎 RC 4 1,112 1988 - - 防水・外壁 - - - - - - - - - - 大規模改修

手形田中 101 職員宿舎 RC 5 1,556 1998 - - - - - 防水 - 外壁 - - - - - -

本道 200 医学図書館 RC 2 1,720 1971 - - - 外壁 - 防水 - - - - - - - -

本道 201 基礎校舎（西） RC 5 5,016 1971 - - - - - - - - - - - - - -

本道 201 基礎校舎（東） RC 5 1,443 1981 - - - - - - - - - - - - - -

本道 202 実習棟・講義棟（実習棟） RC 3 3,666 1971 - - - - - - - - - - - - - -

本道 202 実習棟・講義棟（講義棟） RC 2 725 1971 - - - - - - - - - - - - - -

本道 203 バイオ・分子医学部門（南） RC 4 1,409 1971 - - - - - - - - - - - - - -

本道 203 バイオ・分子医学部門（北） RC 4 1,706 1973 - - - - - - - - - - - - - -

本道 205 臨床研究棟・南 RC 5 4,689 1973 - - - 防水 - 外壁 - - - - - - - -

本道 210 臨床校舎・北 RC 5 2,593 1981 - - - - - - - - - - - - - -

本道 211 臨床校舎控室棟 RC 2 452 1981 - - - - - - - - - - - - - -

本道 212 バイオ・動物実験部門(S52) RC 2 900 1977 - - - - - - - - - - - 外壁 - 防水

本道 212 バイオ・動物実験部門(S57) RC 3 1,800 1982 - - - - - - - - - - - - 外壁 防水

本道 212 バイオ・動物実験部門(H21) RC 4 809 2009 - - - - - - - - - - - - 外壁 -

本道 213 バイオ・ＲＩ部門 RC 2 614 1978 - - - - - - 外壁 - 防水 - - - - -

本道 215 臨床研究棟・東 RC 5 3,619 1999 - - - 防水 外壁 - - - - - - - - -

本道 218 管理棟 RC 2 1,203 1986 - - - - - - 大規模改修 - - - - - - -

本道 221 RI排水処理施設 S 1 168 2003 - - - - - - - - - - 防水・外壁 - - -

本道 224 シミュレーション教育センター RC 3 1,317 2011 - - - - - - - - - - - - - -

本道 300 保健学科棟 RC 2 1,489 1978 - 大規模改修 - - - - - - - - - - - -

本道 301 保健学科棟 RC 4 2,522 1978 - - 大規模改修 - - - - - - - - - - -

本道 302 保健学科棟 RC 4 2,575 1992 - - - 大規模改修 - - - - - - - - - -

本道 303 医学系研究棟 RC 4 2,536 2006 - - - - - - - - - - - 防水 外壁 -

本道 400 看護師宿舎 RC 6 1,918 1976 - - - 外壁 防水 - - - - - - - - -

本道 400 本道寮 RC 6 1,076 1976 - - - - 防水 - 外壁 - - - - - - -

本道 401 中央機械室（ボイラー室） S 1 841 1971 - - 大規模改修 - - - - - - - - - - -

本道 401 中央機械室（監視室等） RC 3 1,681 1976 - - - - - - 大規模改修 - - - - - - -

本道 402 自家発電機室 S 1 282 2013 - - - - - - - - - - - - - -

本道 403 本道会館 RC 2 1,360 1971 - - - - - - - - - - - - - -

本道 404 体育館 RS 1 1,063 1971 - - - - - - - - - - - - - -

本道 405 サークル室 S 2 208 1977 - - - - 大規模改修 - - - - - - - - -

本道 406 保育所 RC 1 263 1981 - 大規模改修 - - - - - - - - - - - -



部位別修繕等計画年

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
構造団地名 棟番号 施設名

計画年
階

延べ床面
積

建築年

本道 407 分析室 RC 2 99 1985 - - - - - 大規模改修 - - - - - - - -

本道 408 環境安全センター RC 2 366 1994 - - - - - - - - - - - - - -

本道 410 特高受電室 RC 1 261 1998 外壁 - - 防水 - - - - - - - - - -

本道 501 職員宿舎 RC 5 1,240 1972 - - - - - - - 大規模改修 - - - - - -

本道 502 職員宿舎 RC 5 1,055 1972 - - - - - - - - 大規模改修 - - - - -

本道 503 職員宿舎 RC 5 1,240 1973 - - - - - - - - - 大規模改修 - - - -

本道 504 職員宿舎 RC 5 1,354 1974 - - - - - - - - - - 大規模改修 - - -

本道 109 RI排水処理施設 RC 1 241 2003 - - - - - 外壁 - - - 防水 - - - -

本道 115 立体駐車場・ヘリポート S 4 4,566 2014 - - - - - - - - - - - - - -

本道 116 感染症病棟 RC 2 468 2017 - - - - - - - - - - - - - -

本道 110 附属病院第２病棟 SR 8 14,417 2009 - - - - - - - - - 防水・外壁 - - - -

本道 108 ＭＲＩ－ＣＴ棟 S 1 651 1991 - 外壁 - - - - - - - - - 大規模改修 - -

本道 113 ＰＥＴ－ＣＴ棟 RC 1 110 2008 - - - - - - - - 外壁 - 防水 - - -

本道 101 厨房棟 RC 1 1,128 1976 - - - - - - - - - - 外壁 - - 防水

本道 118 本道40周年記念会館 S 2 1,147 2017 - - - - - - - - - - - - - -

本道 100 附属病院 SR 8 39,175 1976 - - - - - - - - - - - - - -


